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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，大学教育における教員と図書館員の連携という観点から，クイーンズ大学
及びエッカード・カレッジのケース・スタディを完成させ，すでに明らかにしたケースのモデルも含めて比較分析をす
ることである。
　クイーンズ大学については，文献調査に加えて，2012年度から2014年度までに3度の訪問調査を行い，関係者への聴
き取りや観察調査によって得たデータや内部資料をもとに，教員と図書館員の連携構築のモデルを構築している。エッ
カード・カレッジについては，訪問調査がかなわなかったために，文献調査に加えて，元図書館長への聞き取りを行っ
た。以上の調査で得たデータをもとに，ケース間の比較分析を進めている。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to explore the research question, “What are 
librarians’ main approaches to faculty members and the causal conditions in libraries and universities 
which promote collaboration between faculty members and librarians?” To answer this question, 
collaboration models have been constructed based on qualitative case studies of Queen’s University and 
Eckerd College.
 At Queen’s University, information literacy instruction provided by medical librarians has been 
integrated into the curriculum because the librarians worked with Curriculum Committee members to develop 
it. Supported by a librarian with the doctoral degree in Education, workshops and individual 
consultations have been used to help the librarians design their programs and develop rubrics. At Eckerd 
College, librarians have worked with faculty members in their courses after building personal 
relationships with them. The small community makes it easy for them to keep in daily contact with one 
another.

研究分野： 図書館情報学

キーワード： 情報リテラシー教育　大学図書館の学習・教育支援機能　大学教育における教員と図書館員の連携　教
職協働　教育の質保証　高等教育開発　ケース・スタディ　グラウンディッド・セオリー

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

近年，日本の大学では，教育の質保証を目

指して大規模な教育改革を進めている。大学

図書館（以下，図書館という）では，大学の

一部局として，情報を主体的に活用する能力

である情報リテラシーを育成するために情

報リテラシー教育（学習支援）を提供し，質

保証に貢献しようとしてきた。だが，多くの

図書館関係者（図書館員及び図書館情報学の

研究者）が指摘してきた問題として，授業と

図書館の関連づけや教員と図書館員の連携

がなければ学習支援による学習成果が十分

に得られないことがある。高い学習成果を得

られる学習支援のあり方を検討するために

は，大学教育における教員と図書館員の連携

について研究することが重要になる。その中

で，図書館が実施する教育開発（ファカルテ

ィ・ディベロップメント（FD））関係の活動

である教員に対する教育活動の支援（教育支

援）が，教員と図書館員の連携にどのような

影響を与えてきたのかを明らかにすること

も重要になる。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は，大学教育における教員と

図書館員の連携に関する比較研究のために，

米国のエッカード・カレッジ（Eckerd College）

及びカナダのクイーンズ大学（Queen’s 

University）のケース・スタディによって，次

の研究課題を明らかにすることである。 

 

(1) 大学図書館が実施する学習支援や教育支

援において，教員と図書館員はどのよう

に連携しているのか。 

(2) 図書館員の教員に対するアプローチの中

で，何が教員と図書館員の連携の構築を

促す要因となっているのか。 

(3) 教員と図書館員の連携の構築を促す大学

図書館内外の要因は何か。 

 

これらの研究課題をケースごとに明らかに

して，各ケースのモデルを構築する。そして，

ここで明らかにしたモデルを，これまでに実

施してきた米国のアーラム・カレッジ

（Earlham College）及びミシガン大学（the 

University of Michigan），カナダのウエスタ

ン・オンタリオ大学（the University of Western 

Ontario）のケース・スタディによって明らか

にしたモデルと比較分析することによって，

大学教育における教員と図書館員の連携に

ついてより汎用性の高いモデルを構築する

ための最初の手がかりを得る。 

 

３．研究の方法 

本研究の方法は，質的なケース・スタディ

である。まずは，収集したデータをもとに，

各ケースのモデルを構築する。これらのモデ

ルを，これまでに実施しているケース・スタ

ディをもとに明らかにした複数のモデルと

比較分析し，より汎用性の高いモデルを構築

する。具体的な手順は次のとおりである。 

 

(1) 文献調査と訪問調査によって，エッカー

ド・カレッジ及びクイーンズ大学に関す

る情報を収集する。文献調査では，公表

された論文に加えて，内部資料や Web 上

の情報を収集する。訪問調査では，図書

館関係者，教員，教育開発を担当する専

門職員への聴き取り，学習支援や教育支

援に関するセッションの観察などをもと

に，データを収集する。 

(2) 収集したデータを帰納的分析法，特に，

グラウンデッド・セオリーの手法（Strauss 

& Corbin, 1990）を用いて分析し，エッカ

ード・カレッジとクイーンズ大学それぞ

れのケースのモデルを構築する。 

(3) 次に，テーマ的コード化の手法を用いて，

これまでに実施してきたケース・スタデ

ィをもとに構築したモデルと②のモデル

を比較分析し，共通点や違いを明らかに



する。 

 

４．研究成果 

 2012 年度から 2014 年度までの研究の主な

成果は次のとおりである。 

 

(1) クイーンズ大学については，図書館関係

者，教員，教育開発の担当者への聴き取

り，授業や学習支援に関するセッション

の観察調査をもとに，教育学部，法学部，

工学部，健康科学部（医学科，リハビリ

テーション学科）における教育と各部局

図書館が提供する情報リテラシー教育に

関する情報を広く収集した。 

(2) 特に，医学科（健康科学部）と工学部に

ついては，専門分野における質保証の動

向，カリキュラム改革のためのカリキュ

ラム委員会と図書館員の関わりに関する

情報を収集した。 

(3) 情報リテラシー教育を担当する図書館員

を支援するために図書館内に設置された

組織の活動内容，ここで支援を受けた図

書館員による情報リテラシー教育の設計

や実施の実状に関する情報を収集した。 

(4) 文献調査については，図書館員や教育開

発を担当する専門職員による公表された

論文，Web 上で公開されたクイーンズ大

学や関連する諸機関に関する情報，内部

資料を収集した。 

 

(5) エッカード・カレッジについては，訪問

調査の問い合わせに対して，現職の図書

館長から「新しい体制になったばかりで，

訪問調査に適した時期ではない」という

回答を得たことから，研究期間内の訪問

調査を見送ることになった。 

(6) 文献調査については，図書館員や図書館

長による論文，エッカード・カレッジと

連携していたカレッジのアーカイブにお

ける記録資料を収集した。 

(7) 以上に加えて，1983 年から 1995 年まで

図書館長を務めていた元図書館長への聞

き取りを行った。 

 

(8) クイーンズ大学及びエッカード・カレッ

ジについては，以上の文献調査及び訪問

調査によって得たデータをもとに，各ケ

ースのモデルを構築している。 

(9) 本研究の分析対象である 2 つのケースに

加えて，前出の 3 つのケース，そして，

同時並行で進めているフィンランドのタ

ンペレ大学（University of Tampere）及び

オーボ大学（Åbo Akademi University）の

2 つのケース・スタディを加えた 7 つの

ケースのモデル（作成途中のものを含む）

をもとに，社会関係構築型（アーラム・

カレッジ及びミシガン大学），カリキュラ

ム介入型（クイーンズ大学及びタンペレ

大学）など，大学教育における教員と図

書館員の連携構築に関する類型の大枠を

設定した。 
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種類： 

番号： 

出願年月日： 

取得年月日： 

国内外の別：  

 

〔その他〕 

ホームページ等 

1) 長澤多代（三重大学附属図書館研究開発

室 ）

http://www.lib.mie-u.ac.jp/r_and_d/info/naga

sawa.html 

2) NAGASAWA Tayo (Research Development 

Office, Mie University Library) 

http://www.lib.mie-u.ac.jp/r_and_d/info/naga

sawa_en.html 

3) 長 澤 多 代 （ Read&Researchmap ）

http://researchmap.jp/3770/ 

4) 長 澤 多 代 （ 三 重 大 学 教 員 紹 介 ）

http://kyoin.mie-u.ac.jp/profile/2510.html 

5) 長澤多代（三重大学全学シーズ集）

http://www.crc.mie-u.ac.jp/seeds/contents/de

tail.php?mid=20110209-151335&t=b&url=

%E9%99%84%E5%B1%9E%E5%9B%B3

%E6%9B%B8%E9%A4%A8 

 

６．研究組織 

(1)研究代表者 

長澤 多代（NAGASAWA Tayo） 

三重大学・附属図書館研究開発室・准教授 

研究者番号：30346944 

 

(2)研究分担者 

       （   ） 

 

 研究者番号：  

 

(3)連携研究者 

（   ） 

 

 研究者番号：  


